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平和島スターボウル徳江  和則408C

505C408C

トラック社のナンバー表記による性能の分類。9・7・5、T・A・Cの組み合わせはカバーストックの強さとリアクション性能をナンバーで
表し、分かり易く尚且つパフォーマンスの違いは多くの人々に受け入れられました。中でも”505C”は再販に再販を重ね、今を持って
しても505Cを探している方も多く、爆発的なヒットとなった性能でありました。
505C発売から数ヶ月、ABSプロスタッフを含め多くのユーザーから”5”シリーズよりも”走る”性能の依頼が多く、ABS開発チームは
505CのShuttleコアを使い、数多くのテストを重ねてきました。505Cの高いスペックを維持しながら”4”という走りを実現すること。
カバーストックの強さ”4”、マスバイアスディファレンシャル”08”、コントロール性能”C”の408Cの発売です。
走るボールに見られる淡白な硬いイメージのピンアクションやバックエンドのフィニッシュの甘さなど、ただ走るイメージのボールでは
なく、408Cは如何に505Cのイメージを持ちながら走りを加え、505Cの後に使用できるかを走りと曲がり、ピンアクションに至るまで
トータルバランスを含め高いレベルで吟味されて作られました。またその高いスペックでありながらお求めやすい価格帯を実現すること。
より多くの方にご使用頂けるように設定したのもこの”４”シリーズに課せられた使命です。
５０５Ｃを気に入って使用して頂いた方、また”５”シリーズよりも走るバージョンを持ち望んでいた方、５０５Ｃのみならずキネティック
でも使用されているShuttleコアが生み出す安定した軌道を４０８Ｃとして試すときがきました。

505C、キネティックで定評のShuttleコア、UMP GEN 1 Pearlカバーストックの組み合わせは５０５Ｃのリアクション性能
をそのままに走り感を加え、多くの人々に受け入れられるでしょう。
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